
　
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
確
認
さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財

は
約
六
百
カ
所
に
あ
り
、
文
化
課
が
作
成
し
た
遺

跡
地
図
に
明
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
上
が

り
の
畑
な
ど
で
は
土
器
の
破
片
な
ど
が
見
つ
か
り
、

遺
跡
が
そ
の
周
辺
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡
地
図
は
、
文
化
課
や

図
書
館
、
博
物
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
市
で
は
、
市
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
状
況

を
よ
り
正
確
・
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
遺
跡
情
報
を
管
理
す
る「
四
日
市
市
遺

跡
情
報
シ
ス
テ
ム
」（
Ｙ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
＝
イ
シ
ス
）の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。�

●
岡
山
古
窯
跡
群
〈
上
海
老
町
〉�

●
山
奥
遺
跡
〈
大
矢
知
町
〉�

●
山
川
遺
跡
〈
貝
家
町
〉�

●
公
事
出
古
墳
群
〈
西
村
町
〉�

●
四
日
市
代
官
所
跡
〈
北
町
〉 �

●
御
池
古
墳
群
〈
西
坂
部
町
〉 

な
ど�

　
市
内
に
は
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
場
所
が
約
六
百
カ
所

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
開
発
な
ど
で
保
存
が
で
き
な
く
な
り
、
記
録
と

し
て
残
す
た
め
に
発
掘
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
先
人
の
残
し
た
遺
産

は
で
き
る
限
り
そ
の
ま
ま
残
し
た
い
も
の
で
す
。
埋
蔵
文
化
財
の
大
切
さ

を
理
解
し
、
次
の
世
代
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
�

先
人
が
残
し
た
生
活
の
跡
や
道
具
が
�

土
に
埋
ま
っ
て
い
る
も
の
�

市
内
に
約
六
百
カ
所
�

遺
跡
地
図
に
明
示
�

遺
構
�
昔
の
人
の
家
や
墓
地
、仕
事
場
、�

ご
み
捨
て
穴
な
ど
生
活
の
跡
で
す
�

遺
物
�
土
器
、石
器
、木
器
な
ど
昔
の
人
が
使
っ
た
道
具
で
す
�

【
市
内
の
主
な
も
の
】�

●
四
日
市
代
官
所
跡
か
ら
の
出
土
品�

包
丁
な
ど
調
理
道
具
、陶
器
・
漆
器

な
ど
食
器
、下
駄（
①
）な
ど
の
日
用
品
、

櫛
な
ど
化
粧
道
具
、独
楽
な
ど
の
玩
具
、

木
製
入
れ
歯（
②
） 

な
ど�

●
御
池
古
墳
群
か
ら
の
出
土
品�

装
飾
須
恵
器（
③
） 

な
ど�

【
市
内
で
出
土
し
た
主
な
も
の
】�

西ヶ谷遺跡�

①�

②�

③�

特集／埋蔵文化財�

　「
埋
蔵
文
化
財
」と
は
、
土
に
埋
も
れ
た
文
化
財

の
こ
と
で
、
大
き
く
分
け
て
、「
遺
構
」と「
遺
物
」

が
あ
り
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
の
大
半
は
、
古
墳
や

城
跡
の
よ
う
に
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
た
め
、
畑

な
ど
身
近
な
所
に
あ
り
な
が
ら
関
心
を
持
た
れ
る

こ
と
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。�

く
じ
で�

こ
ま�

や
ま
ご�

く
し�

※
現
在
で
は
、工
事
な
ど
で
消
滅
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。�

八幡古墳の石室�


